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(4) 切欠底小寸法き裂の停留条件はム K eff の値がその下限界値ム Keffth を下まわるかど、うかできまる
とする仮説を提案し 材料 温度によらず 0.1 mm以下のきわめて短いき裂まで適用できる乙とを確認
している。
(5) 常温から 500 0C に至る中高温域においては 下限界値D Kth は温度の上昇とともに上昇すること
を明らかにしている。またこの原因には，き裂面の付着酸化物によるき裂開閉口レベルの上昇と材料
のき裂進展抵抗すなわちムKeffth の上昇の二つが重畳している乙とを指摘するとともに， 材料によ
り両者の寄与度が異なることを明らかにしている。
以上のように本論文は工学的に重要な小寸法疲労き裂進展の問題に対し重要な多くの知見を得ており，
工学博士の学位論文として十分価値があると認める。
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